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１ 訪問
ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

（居宅
きょたく
介護
か い ご
、重度
じゅうど
訪問
ほうもん
介護
か い ご
、同行
どうこう
援護
え ん ご
、行動
こうどう
援護
え ん ご
、重
じゅう
度
ど
障
しょう
害
がい
者
しゃ
等
とう
包括
ほうかつ
支援
し え ん
） 

 地域
ちいき
で生活

せいかつ
していくために必要

ひつよう
な訪問

ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

を、障
しょう
がいの種別

しゅべつ
にかかわりな

く充実
じゅうじつ

させていきます。 

※訪問
ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における１か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ
んだもの

であり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

□ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

□ 利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
：月間
げっかん
のサービス

さ ー び す
提供
ていきょう

時間数
じかんすう

（１）居宅
きょたく
介護
か い ご
（ホームヘルプサービス

ほ ー む へ る ぷ さ ー び す
）

 ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

が居宅
きょたく
を訪問
ほうもん
し、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
等
とう
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 4,340 4,450 4,570

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 81,860 82,550 83,300

（２）重度
じゅうど
訪問
ほうもん
介護
か い ご

 重度
じゅうど

の肢体
したい
不自由
ふ じ ゆ う

または重度
じゅうど

の知的
ちてき
・精神障

せいしんしょう
がいにより常時

じょうじ
介護
かいご
を必要

ひつよう
とする  

方
かた
に、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
、外出
がいしゅつ

時
じ
における移動中

いどうちゅう
の介護

かいご
などを総

そう
合
ごう
的
てき
に行
おこな

います。 

＜新規
し ん き
の表記
ひょうき
について＞ 

新規
しんき
：各事業
かくじぎょう

・取組
とりくみ

のうち、前
ぜん
計画
けいかく

（障
しょう
がい福

ふく
祉
し
計
けい
画
かく
（第

だい
５期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福
ふく
祉
し
計
けい
画
かく
（第

だい
１

   期
き
））には掲載

けいさい
していないが、新

あら
たに計画

けいかく
に位

い
置
ち
付
づ
けて取

と
り組

く
んでいく項

こう
目
もく
。 

※ 本
ほん
計画
けいかく

の計画
けいかく

期間前
きかんまえ

（2020年度
ねんど
以前
いぜん
）から事業

じぎょう
等
とう
を開始
かいし
していたものを含

ふく
む。
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単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 440 450 460

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 134,500 151,000 169,320

（３）同行
どうこう
援護
え ん ご

 視覚障
しかくしょう

がいにより、移動
いどう
に 著
いちじる
しい困難

こんなん
がある方

かた
に対
たい
し、外出

がいしゅつ
時
じ
に同行
どうこう
し、移動

いどう
に

必要
ひつよう
な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

するとともに、移動
いどう
の援護

えんご
などを行

おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 470 470 470

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 9,530 9,530 9,530

（４）行動
こうどう
援護
え ん ご

知的
ちてき
または精神障

せいしんしょう
がいにより行動上

こうどうじょう
著
いちじる
しい困難

こんなん
がある方

かた
に対
たい
し、行動

こうどう
する際

さい
に

生
しょう
じ得

う
る危

き
険
けん
を回避

かいひ
するために必要

ひつよう
な援護

えんご
、外出

がいしゅつ
時
じ
における移動中

いどうちゅう
の介

かい
護
ご
などを

行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 770 780 790

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 12,620 12,780 12,940

（５）重
じゅう
度
ど
障
しょう
がい者

しゃ
等
とう
包
ほう
括
かつ
支
し
援
えん

常時
じょうじ
介護
かいご
を必要

ひつよう
とする方

かた
であって、介護

かいご
の必要

ひつよう
の程度

ていど
が 著

いちじる
しく高

たか
い方

かた
に対

たい
し、

居宅
きょたく
介護
かいご
などの複数

ふくすう
のサービス

さ ー び す
を包括的
ほうかつてき

に行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 1 1 1

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 640 640 640
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２ 日中
にっちゅう

活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

（生活
せいかつ
介護
か い ご
、自立

じ り つ
訓練
くんれん
（機能

き の う
訓練
くんれん
・生活
せいかつ
訓練
くんれん
・宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ
訓練
くんれん
）、就

しゅう
労
ろう
移
い
行
こう
支
し
援
えん
、

就
しゅう
労
ろう
継
けい
続
ぞく
支
し
援
えん
（Ａ
えー
型
がた
・B
びー
型
がた
）、就労

しゅうろう
定着
ていちゃく

支援
し え ん
、療養
りょうよう

介護
か い ご
、短
たん
期
き
入
にゅう
所
しょ
（福
ふく
祉
し

型
がた
・医

い
療
りょう
型
がた
）） 

 障
しょう
がいの種別

しゅべつ
にかかわりなく、地域

ちいき
でいきいきと生活

せいかつ
することができるよう、日

にっ

中
ちゅう
活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

を充実
じゅうじつ

させていきます。 

※日中
にっちゅう

活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における１か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ

んだものであり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

□ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

□ 利用
りよう
日数
にっすう
：月間
げっかん
の延

の
べサービス

さ ー び す
提供
ていきょう

日数
にっすう
（人
にん
日
にち
/月
つき
） 

（１）生活
せいかつ
介護
か い ご

 常時
じょうじ
介護
かいご
を必要
ひつよう
とする方

かた
に対
たい
し、昼間

ひるま
、入浴
にゅうよく

、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
などを行

おこな
うと

ともに、創作的
そうさくてき

な活動
かつどう
または生産

せいさん
活動
かつどう
の機会

きかい
を提供
ていきょう

し、身体
しんたい
機能
きのう
又
また
は生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向
こう

上
じょう
のために必要

ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 5,110 5,180 5,240

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 94,290 93,420 92,670

（２）自立
じ り つ
訓練
くんれん
（機能

き の う
訓練
くんれん
）

身体
しんたい
機能
きのう
や生活
せいかつ

能力
のうりょく

の維持
い じ
、向上
こうじょう

等
とう
のため、一定

いってい
期間
きかん
、理学

りがく
療法
りょうほう

、作業
さぎょう

療法
りょうほう

そ

の他
た
必要
ひつよう

なリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

、生活
せいかつ
等
とう
に関

かん
する相談

そうだん
及
およ
び助言

じょげん
その他

た
必要
ひつよう

な支援
しえん
を

行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 20 20 20

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 290 290 290
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（３）自立
じ り つ
訓練
くんれん
（生活
せいかつ
訓練
くんれん
）

生活
せいかつ

能力
のうりょく

の維持
い じ
、向上
こうじょう

等
とう
のため、一定

いってい
期間
きかん
、入浴
にゅうよく

、排
はい
せつ及

およ
び食事
しょくじ
等
とう
に関
かん
する必要

ひつよう

な訓練
くんれん
、生活
せいかつ
等
とう
に関
かん
する相談

そうだん
及
およ
び助言
じょげん
その他

た
必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 290 320 350

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 3,180 3,300 3,420

（４）宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ
訓練
くんれん

生活
せいかつ

能力
のうりょく

等
とう
の維持

い じ
、向上
こうじょう

のため、一定
いってい
期間
きかん
、居室
きょしつ
その他

た
の設備

せつび
を提供
ていきょう

し、家
か
事
じ
等
とう

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

を向上
こうじょう

するための支援
しえん
、生活

せいかつ
等
とう
に関

かん
する相談

そうだん
及
およ
び助言

じょげん
その他

た
必要
ひつよう

な支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 50 50 50

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 1,560 1,620 1,680

（５）就労
しゅうろう

移行
い こ う
支援
し え ん

一般
いっぱん
企業
きぎょう
での就労

しゅうろう
を希望

きぼう
する方

かた
に、就労

しゅうろう
に必要
ひつよう
な知識

ちしき
及
およ
び能力
のうりょく

向上
こうじょう

のため、一
いっ

定
てい
期
き
間
かん
、事業
じぎょう
所内
しょない
や企業
きぎょう
における生産

せいさん
活動
かつどう
等
とう
の機会

きかい
の提供
ていきょう

を行
おこな
うとともに、必要

ひつよう
な

訓
くん
練
れん
、求 職
きゅうしょく

活動
かつどう
に関
かん
する支援

しえん
、適性
てきせい
に合

あ
った職場

しょくば
探
さが
しや就労後

しゅうろうご
の職場
しょくば

定着
ていちゃく

のための

支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 820 830 840

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 13,310 13,470 13,640
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（６）就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
し え ん
Ａ
えー
型
がた

雇用
こよう
契約
けいやく

に基
もと
づく就

しゅう
労
ろう
の機会

きかい
を提

てい
供
きょう
するとともに、生産

せいさん
活動
かつどう
等
とう
の機会

きかい
の提供

ていきょう
、

就労
しゅうろう

に必要
ひつよう
な知識

ちしき
及
およ
び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう
な訓練
くんれん
、その他

た
必要
ひつよう
な支

し
援
えん
を行
おこな
い

ます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 2,120 2,170 2,220

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 39,490 39,760 40,030

（７）就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
し え ん

B
びー
型
がた

雇用
こよう
契約
けいやく

を結
むす
ばずに、生産

せいさん
活動
かつどう
等
とう
の機会

きかい
の提供

ていきょう
、就労

しゅうろう
に必要

ひつよう
な知識

ちしき
及
およ
び能力

のうりょく
の

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう
な訓練
くんれん
、その他

た
必要
ひつよう
な支

し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 8,520 9,170 9,820

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 133,050 140,900 148,750

（８）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

雇用
こよう
に 伴

ともな
い 生

しょう
じる日常

にちじょう
生活
せいかつ
又
また
は社会

しゃかい
生活
せいかつ

を 営
いとな
む上

うえ
でのさまざまな問題

もんだい
に関

かん
す

る相談
そうだん
、助言
じょげん
その他

た
必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
日
にち
/月
つき
) 390 460 530
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（９）療養
りょうよう

介護
か い ご

医療
いりょう
と常時
じょうじ
の介護

かいご
を必要
ひつよう
とする方

かた
に、医療

いりょう
機関
きかん
で機能

きのう
訓練
くんれん
、療
りょう
養
よう
上
じょう
の管
かん
理
り
、看
かん
護
ご
、

介
かい
護
ご
及
およ
び日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
日
にち
/月
つき
) 310 310 310

（10）短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）福祉型
ふくしがた

介護
かいご
する方

かた
が病気
びょうき
の場合

ばあい
などに、一時的

いちじてき
に、夜間

やかん
も含
ふく
め施設

しせつ
や事業所
じぎょうしょ

において、入
にゅう

浴
よく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
等
とう
の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支
し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 1,120 1,190 1,260

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
） 7,920 8,370 8,820

（11）短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）医療型
いりょうがた

介護
かいご
する方

かた
が病気
びょうき
の場合

ばあい
などに、一時的

いちじてき
に、医療

いりょう
機関
きかん
などにおいて、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、

食
しょく
事
じ
の介護

かいご
等
とう
の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 220 230 240

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 900 940 980
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３ 居住
きょじゅう

系
けい
サービス
さ ー び す

等
とう

（自立
じ り つ
生活
せいかつ
援助
えんじょ
、共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
、施設

し せ つ
入所
にゅうしょ

支援
し え ん
、地域

ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
拠点
きょてん
等
とう
） 

地域
ちいき
における居住

きょじゅう
の場

ば
としてのグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
（共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
）について、その

運営
うんえい

を行
おこな
う社会

しゃかい
福祉
ふくし
法人
ほうじん

などに必要
ひつよう

な支援
しえん
を行

おこな
い充実

じゅうじつ
を図

はか
るとともに、地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ

支
し
援
えん
拠
きょ
点
てん
等
とう
の整備

せいび
や、地域

ちいき
移行
いこう
支援
しえん
・地域

ちいき
定着
ていちゃく

支援
しえん
等
とう
の推

すい
進
しん
と併

あわ
せ、入所

にゅうしょ
施設
しせつ
や

病院
びょういん

から地域
ちいき
生活
せいかつ
への移行

いこう
を進
すす
めます。 

※居住
きょじゅう

系
けい
サービス
さ ー び す

等
とう
の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における１か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ
んだも 

のであり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

          □ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

（１）自立
じ り つ
生活
せいかつ
援助
えんじょ

一人
ひとり
暮
ぐ
らしの方

かた
などに、一定

いってい
期間
きかん
、定
てい
期
き
的
てき
な居宅
きょたく
訪問
ほうもん
や、随時

ずいじ
の相談
そうだん
に応
おう
じるなど、

必要
ひつよう
な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や助言
じょげん
、関係
かんけい
機関
きかん
との連絡

れんらく
調整
ちょうせい

などの支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 20 30 40

（２）共
きょう
同
どう
生
せい
活
かつ
援
えん
助
じょ

主
おも
に夜間

やかん
において、共同

きょうどう
生活
せいかつ
を行
おこな
う住居
じゅうきょ

で、入浴
にゅうよく

、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
、生
せい
活
かつ

等
とう
に関
かん
する相

そう
談
だん
及
およ
び助言
じょげん
、その他

た
必要
ひつよう
な日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 3,970 4,280 4,620

定員数
ていいんすう

 4,376 4,718 5,093
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（３）施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

する方
かた
に、主

おも
に夜間

やかん
において、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
、生活
せいかつ
等
とう
に関
かん

する相
そう
談
だん
及
およ
び助言
じょげん
、その他

た
必要
ひつよう
な日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 1,953 1,926 1,899

（４）地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
拠点
きょてん
等
とう
（新規

し ん き
）

地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
を整
せい
備
び
、運
うん
営
えい
するとともに、その機

き
能
のう
の充
じゅう
実
じつ
に向

む
けた検

けん
証
しょう
や

検
けん
討
とう
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

設置
せっち
箇所数
かしょすう

 １ １ １

検証
けんしょう

及
およ
び検討
けんとう
の実施

じっし
回数
かいすう
 １ １ １
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４ 相談
そうだん
支援
し え ん
サービス
さ ー び す

（計画
けいかく
相談
そうだん
支援
し え ん
・地域

ち い き
相談
そうだん
支援
し え ん
） 

障
しょう
がいのある方

かた
が自立

じりつ
した日常

にちじょう
生活
せいかつ

または社会
しゃかい
生活
せいかつ

を営
いとな
むことができるよう、

相
そう
談
だん
支
し
援
えん
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
を充実
じゅうじつ

させていきます。 

※相談
そうだん
支援
しえん
サービス
さ ー び す

の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における 1か月
げつ
（地

ち
域
いき
相
そう
談
だん
支
し
援
えん
は１年

ねん
）あた 

 りの総量
そうりょう

を見
み
込
こ
んだものであり、単位

たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

          □ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） ※計画

けいかく
相談
そうだん
支援
しえん

          □ 利用
りよう
人数
にんずう
：年間
ねんかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） ※地域

ちいき
相談
そうだん
支援
しえん

（１）計画
けいかく
相談
そうだん
支援
し え ん

 サービス
さ ー び す

の支給
しきゅう
決定
けってい

におけるサービス
さ ー び す

等
とう
利用
りよう
計画
けいかく
案
あん
を作成

さくせい
し、サ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう

者
しゃ
等
とう
と連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行
おこな
うとともに、サービス

さ ー び す
等
とう
の利用

りよう
状 況
じょうきょう

の検証
けんしょう

を行
おこな
い、計

けい
画
かく
の

見
み
直
なお
しなどの支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 9,545 10,161 10,777

（２）地域
ち い き
相談
そうだん
支援
し え ん

 住宅
じゅうたく

の確保
かくほ
、その他

た
地域
ちいき
における生活

せいかつ
に移行

いこう
するための活動

かつどう
に関
かん
する相談

そうだん
や、常時

じょうじ

の連絡
れんらく
体制
たいせい

を確保
かくほ
し、障

しょう
がいの特性

とくせい
に起因

きいん
して生

しょう
じた緊急

きんきゅう
の事態

じたい
等
とう
に関

かん
する支

し
援
えん

を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

地域
ちいき
移行
いこう
支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう

(人
にん
/年
ねん
) 52 61 70

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう

(人
にん
/年
ねん
) 37 43 49
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５ 障
しょう
がい児

じ
支援
し え ん
サービス
さ ー び す

（児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
・医療型
いりょうがた

児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
・放課後

ほ う か ご
等
とう
デイサービス
で い さ ー び す

・保育所
ほいくしょ

等
とう
訪問
ほうもん
支
し

援
えん
・居
きょ
宅
たく
訪
ほう
問
もん
型
がた
児
じ
童
どう
発
はっ
達
たつ
支
し
援
えん
・福祉型

ふくしがた
障
しょう
がい児

じ
入所
にゅうしょ

支援
し え ん
・医療型
いりょうがた

障
しょう
がい児

じ
入
にゅう

所
しょ
支援
し え ん
・障
しょう
がい児

じ
相
そう
談
だん
支
し
援
えん
・医療的
いりょうてき

ケ
け
ア
あ
を必
ひつ
要
よう
とする子

こ
どもの支援

し え ん
関係
かんけい
）

障
しょう
がいのある子

こ
どもの発達

はったつ
を支援

しえん
するため、児童

じどう
福祉法
ふくしほう

に基
もと
づく障

しょう
がい児

じ
支援
しえん
を

充実
じゅうじつ

させていきます。また、児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん
センター
せ ん た ー

を地域
ちいき
における中核的

ちゅうかくてき
支援
しえん
施設
しせつ

としながら、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

や障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ
、行政
ぎょうせい

機関
きかん
等
とう
、さまざまな関係

かんけい

機関
きかん
連携
れんけい

のもと、障
しょう
がい種

しゅ
別
べつ
に関

かか
わらず、一人

ひとり
ひとりの障

しょう
がいの状 況

じょうきょう
に応

おう
じた

適切
てきせつ
な支援

しえん
の実施

じっし
を図
はか
るとともに、重層的

じゅうそうてき
な支援

しえん
体
たい
制
せい
づくりを進

すす
めていきます。 

※障
しょう
がい児

じ
支
し
援
えん
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における 1か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ
ん 

だものであり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次

つぎ
のとおりです。 

          □ 利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

          □ 利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
：月間
げっかん
の延

の
べサービス

さ ー び す
提供
ていきょう

日数
にっすう
（人
にん
日
にち
/月
つき
） 

（１）児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん

 日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ
の指導

しどう
、集団

しゅうだん
生活
せいかつ

への適応
てきおう
訓練
くんれん

などの支
し
援
えん
を行

おこな

います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 4,760 5,090 5,420

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 53,260 56,370 59,480
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（２）医療型
いりょうがた

児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん

 日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ
の指導

しどう
、理学

りがく
療法
りょうほう

等
とう
の機能

きのう
訓練
くんれん

などの支
し
援
えん
を 行

おこな

います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 60 60 60

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 390 390 390

（３）放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービス
で い さ ー び す

 授業
じゅぎょう

の終了後
しゅうりょうご

または学校
がっこう

の休
きゅう
業
ぎょう
日
び
に、生活

せいかつ
能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、

地
ち
域
いき
との交流

こうりゅう
促進
そくしん
、その他

た
必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 7,620 8,290 8,960

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 80,750 87,430 94,110

（４）保育所
ほいくしょ

等
とう
訪問
ほうもん
支援
し え ん

 専門
せんもん

職員
しょくいん

が保育所
ほいくしょ

などを訪問
ほうもん
し、集団

しゅうだん
での生活

せいかつ
に必要
ひつよう
な訓練
くんれん
やスタッフ

す た っ ふ
への助

じょ
言
げん

等
とう
、必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 60 60 60

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
） 170 190 210

（５）居宅
きょたく
訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん

 専門
せんもん

職員
しょくいん

が居宅
きょたく
を訪問
ほうもん
し、日常

にちじょう
生活
せいかつ
における基本的

きほんてき
な動作

どうさ
の指導

しどう
、集団
しゅうだん

生活
せいかつ
への

適
てき
応
おう
訓
くん
練
れん
等
とう
、必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 4 4 4

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 10 10 10



第
だい
４ 章
しょう

 障
しょう

がい福
ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
量
りょう

見
み
込
こ
み

59 

（６）福
ふく
祉
し
型
がた
障
しょう
がい児

じ
入
にゅう
所
しょ
支
し
援
えん

 施設
しせつ
に入所
にゅうしょ

のうえ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

や知識
ちしき
・技能
ぎのう
の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん
などを行

おこな
い

ます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 58 58 58

（７）医療型
いりょうがた

障
しょう
がい児

じ
入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 施設
しせつ
に入所
にゅうしょ

のうえ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

や知識
ちしき
・技能
ぎのう
の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん
のほか、治療

ちりょう

などを行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 65 65 65

（８）障
しょう
がい児

じ
相談
そうだん
支援
し え ん

 障
しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ
支
し
援
えん
の支給

しきゅう
決定
けってい

における障
しょう
がい児

じ
支援
しえん
利用
りよう
計画
けいかく
案
あん
を作成

さくせい
し、障

しょう
が

い児
じ
通
つう
所
しょ
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう
と連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行
おこな
うとともに、サービス

さ ー び す
等
とう
利用
りよう

状 況
じょうきょう

の検
けん
証
しょう

を行
おこな
い、計画

けいかく
の見

み
直
なお
しなどの支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
 (人
にん
/月
つき
) 2,604 2,798 2,992

（９）医療的
いりょうてき

ケ
け
ア
あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもの支援

し え ん
関係
かんけい
（新規

し ん き
）

 医
い
療
りょう
的
てき
ケ
け
ア
あ
を必要

ひつよう
とする 障

しょう
がいのある子

こ
どもを支

し
援
えん
する学

がっ
校
こう
や事

じ
業
ぎょう
所
しょ
等
とう
への

サポート
さ ぽ ー と

医師
い し
による巡回

じゅんかい
指導
しどう
等
とう
を実施

じっし
するとともに、医療的

いりょうてき
ケア児
け あ じ

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

により、地
ち
域
いき
におけるサ

さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
体
たい
制
せい
づくりを推

すい
進
しん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

サポート
さ ぽ ー と

医師
い し
による巡回

じゅんかい
指導
しどう
回数
かいすう 36 36 36

医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

受講
じゅこう
者数
しゃすう 90 90 90
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６ 発達障
はったつしょう

がい者
しゃ
支援
し え ん

 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

に基
もと
づき、発達障

はったつしょう
がいに対

たい
する正

ただ
しい理解

りかい
の促進
そくしん
、乳幼児期
にゅうようじき

か

ら高齢期
こうれいき

までの切
き
れ目

め
のない支援

しえん
の実施

じっし
に向

む
け、支援

しえん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

を図
はか
ります。 

（１）発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
地
ち
域
いき
協
きょう
議
ぎ
会
かい
の開催
かいさい

 発達障
はったつしょう

がい児者
じしゃ
やその家族

かぞく
、学
がく
識
しき
経
けい
験
けん
者
しゃ
、医療
いりょう
、保健
ほけん
、福祉
ふくし
、教育
きょういく

、労働
ろうどう
等
とう
の関係者
かんけいしゃ

が地域
ちいき
における支

し
援
えん
体
たい
制
せい
整
せい
備
び
の充実
じゅうじつ

について協議
きょうぎ
を行
おこな
う協
きょう
議会
ぎかい
を開催
かいさい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

開催
かいさい
回数
かいすう 2 2 2

（２）発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん
センター
せ ん た ー

による相談
そうだん

 発達障
はったつしょう

がいに関
かん
する専門的

せんもんてき
な相談
そうだん
、支援

しえん
が必要
ひつよう
な方
かた
に対
たい
し、発達

はったつ
障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
セ
せ
ン
ん

タ
た
ー
ー
において、発達

はったつ
、就労
しゅうろう

等
とう
に関
かん
する相

そう
談
だん
を実
じっ
施
し
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

相談
そうだん
件数
けんすう 740 740 740

（３）発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん
センター
せ ん た ー

による機関
き か ん
支援
し え ん
、研修
けんしゅう

等
とう

 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

において、福祉
ふくし
、教育
きょういく

、司法
しほう
等
とう
の関係
かんけい
機関
きかん
に対
たい
し、発

はっ
達
たつ

障
しょう
がいに関

かん
する専門的

せんもんてき
な助言
じょげん
などの機関

きかん
支援
しえん
を行
おこな
います。特

とく
に、発

はっ
達
たつ
障
しょう
害
がい
者
しゃ
地
ち
域
いき
支
し

援
えん
マネジャー
ま ね じ ゃ ー

は、二次障
にじしょう

がいや行動障
こうどうしょう

がいがあるなど、支援
しえん
が困難
こんなん
な事例

じれい
への専

せん
門
もん
的
てき

な助言
じょげん
、関係
かんけい
機関
きかん
の連携
れんけい

調整
ちょうせい

などの機関
きかん
支援
しえん
を行
おこな
います。 

また、見
み
た目

め
では分

わ
かりづらい発達障

はったつしょう
がいの特性

とくせい
に関
かん
する理解

りかい
が深
ふか
まるよう、外

がい
部
ぶ

機
き
関
かん
や地域

ちいき
住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、普及
ふきゅう
啓発
けいはつ
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

関係
かんけい
機関
きかん
への助言

じょげん
件数
けんすう 1,400 1,400 1,400

外部
がいぶ
機関
きかん
や地域

ちいき
住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ
件数
けんすう 290 290 290
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（４）ペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

等
とう
の支援

し え ん
プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の実施
じ っ し
（新規

し ん き
） 

 保護者
ほ ご し ゃ

が子
こ
どもの発

はっ
達
たつ
障
しょう
がいの特性

とくせい
を理解

りかい
することや、適切

てきせつ
に対応

たいおう
するための  

知
ち
識
しき
や方
ほう
法
ほう
を身

み
につけることを支援

しえん
するため、ペアレントプログラム

ぺ あ れ ん と ぷ ろ ぐ ら む
（主
おも
に子

こ
どもの

観察
かんさつ
方法
ほうほう
を身

み
につける）やペアレントトレーニング

ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ
（主
おも
に子

こ
どもへの対

たい
応
おう
方法
ほうほう
を身

み
に

つける）を実施
じっし
します。 

 また、ペアレントプログラム
ぺ あ れ ん と ぷ ろ ぐ ら む

やペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

の支援
しえん
スキル
す き る

を 修
しゅう
得
とく

するための研
けん
修
しゅう
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ペ
ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
ト
と
レ
れ
ー
ー
ニ
に
ン
ん
グ
ぐ
や ペ

ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
プ
ぷ

ロ
ろ
グ
ぐ
ラ
ら
ム
む
の受講者数
じゅこうしゃすう 20 20 20

（５）ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

の養成
ようせい
（新規

し ん き
） 

 発達障
はったつしょう

がい児
じ
の子

こ
育
そだ
て経験
けいけん
のある保護者

ほ ご し ゃ
が、その育児

いくじ
経験
けいけん
を活

い
かし、子

こ
どもが発

はっ
達
たつ

障
しょう
がいの診断

しんだん
を受

う
けて間

ま
もない保護者

ほ ご し ゃ
に対

たい
して相談

そうだん
を 行

おこな
うペアレントメンター

ぺ あ れ ん と め ん た ー
の

養成
ようせい
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ペアレント
ぺ あ れ ん と

メンター
め ん た ー

の人数
にんずう 34 34 34

（６）ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

活動
かつどう
支援
し え ん
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
） 

 発達障
はったつしょう

がいのある方
かた
や保護者

ほ ご し ゃ
、家族

かぞく
同士
どうし

が集
あつ
まり、お互

たが
いの悩

なや
みの相談

そうだん
や  

情報
じょうほう

交換
こうかん
を行
おこな
うピアサポート

ぴ あ さ ぽ ー と
の支援

しえん
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ピ
ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
活
かつ
動
どう
支援
しえん
への参

さん
加
か
人
にん
数
ずう 140 140 140
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７ 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地域

ち い き
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

10の構築
こうちく
（新規

し ん き
） 

 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地域

ちいき
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

の構築
こうちく
を目

め
指
ざ
し、保健

ほけん
、医療
いりょう
、福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ
の場

ば
を通
つう
じて、重

じゅう
層
そう
的
てき
な連
れん
携
けい
による支

し
援
えん
体
たい
制
せい
づくりを推進

すいしん
します。 

（１）保健
ほ け ん
・医療
いりょう
・福祉

ふ く し
関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ
の場

ば
の設置

せ っ ち
（新規

し ん き
）

 保健
ほけん
、医療
いりょう
（精神科

せいしんか
）、福祉

ふくし
、介護

かいご
、障
しょう
がいのある方

かた
、家族

かぞく
の参
さん
加
か
を得

え
て、地

ち
域
いき
包
ほう

括
かつ
ケ
け
ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む
を構築
こうちく
するために必

ひつ
要
よう
となる協

きょう
議
ぎ
の場

ば
を設
もう
けます。札

さっ
幌
ぽろ
市
し
の実
じつ
情
じょう
に 

応
おう
じた目

もく
標
ひょう
設
せっ
定
てい
や取
とり
組
くみ
、評
ひょう
価
か
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

開催
かいさい
回数
かいすう ２ ２ ２

目
もく
標
ひょう
設
せっ
定
てい
及
およ
び評
ひょう
価
か
の実
じっ
施
し
回
かい
数
すう １ １ １

（２）精神
せいしん

障
しょう
がいのある方

かた
の障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
種
しゅ
別
べつ
ごとの利用者数

りようしゃすう
（新規

し ん き
） 

地域
ちいき
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

を構築
こうちく
するため、精神障

せいしんしょう
がいのある方

かた
の障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び

ス
す
の利

り
用
よう
状
じょう
況
きょう
を把握

はあく
し、協

きょう
議
ぎ
の場

ば
における検

けん
討
とう
等
とう
に活

い
かしていきます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

地域
ちいき
移行
いこう
支援
しえん
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/年
ねん
) 43 50 58

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/年
ねん
) 16 19 22

共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/月
つき
） 1,350 1,460 1,570

自立
じりつ
生活
せいかつ
援助
えんじょ
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/月
つき
) 12 18 24

10 精神
せいしん
に障

しょう
がいのある方

かた
が、地域

ち い き
の一員

いちいん
として、安心

あんしん
して自分

じ ぶ ん
らしい暮

く
らしをすることができ

るよう、医療
いりょう
、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
、介護

か い ご
、住

す
まい、社会

しゃかい
参加
さ ん か
（就労

しゅうろう
など）、地域

ちい き
の助

たす
け合

あ
い、教育

きょういく
な

どの各
かく
分
ぶん
野
や
の取

とり
組
くみ
が機

き
能
のう
的
てき
に提

てい
供
きょう
されるシ

し
ス
す
テ
て
ム
む
のこと。
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８ 相談
そうだん
支援
し え ん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか
等
とう
（新規

し ん き
） 

（１）総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん
支援
し え ん
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
）

 障
しょう
がいの種別

しゅべつ
や各種
かくしゅ
ニーズ
に ー ず

に対応
たいおう
できる総

そう
合
ごう
的
てき
・専
せん
門
もん
的
てき
な相
そう
談
だん
支
し
援
えん
を実
じっ
施
し
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

（２）地域
ち い き
の相談
そうだん
支援
し え ん
体制
たいせい
の強化
きょうか
（新規

し ん き
）

 地域
ちいき

の相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい
する専門的

せんもんてき
な指導

しどう
・助言

じょげん
、人材

じんざい
育成
いくせい

のために 行
おこな
う  

研修
けんしゅう

や連携
れんけい
強化
きょうか
のための会議

かいぎ
等
とう
を実施

じっし
し、地域

ちいき
の相談
そうだん
支援
しえん
体制
たいせい
の強化
きょうか
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

地域
ちいき
の相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい
する訪

ほう
問
もん
等
とう
に

よる専
せん
門
もん
的
てき
な指

し
導
どう
・助
じょ
言
げん
件数
けんすう 557 557 557

地域
ちいき
の相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

の人材
じんざい
育成
いくせい
の支援

しえん

件数
けんすう 16 16 16

地域
ちいき
の相談
そうだん
機関
きかん
との連携

れんけい
強化
きょうか
の取組
とりくみ
の実施

じっし

回数
かいすう 16 16 16
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９ 障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

（新規
し ん き
）               

 障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
に係
かか
る集団
しゅうだん

指導
しどう
、障
しょう
がい福祉

ふくし
人材
じんざい
確保
かくほ
・定着
ていちゃく

サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
事
じ

業
ぎょう
の実施

じっし
等
とう
により、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
ります。 

（１）障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
に係
かか
る各種
かくしゅ

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し
（新規

し ん き
） 

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
に係

かか
る市

し
職
しょく
員
いん
向
む
け研修

けんしゅう
を引

ひ
き続

つづ
き実施

じっし
し、 障

しょう
がい福祉

ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう
についての理解

りかい
をより一

いっ
層
そう
深
ふか
めていきます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

延
の
べ受
じゅ
講
こう
人
にん
数
ずう 810 810 810

（２）指導
し ど う
監査
か ん さ
結果
け っ か
の関係
かんけい
市町村
しちょうそん

との共有
きょうゆう

（新規
し ん き
） 

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
事業所
じぎょうしょ

に対
たい
し指導

しどう
監査
かんさ
を適正

てきせい
に実施

じっし
するとともに、指定

してい

取消
とりけし
等
とう
の行政

ぎょうせい
処分
しょぶん
等
とう
に至

いた
った場合

ばあい
は、監査

かんさ
結果
けっか
を関係

かんけい
自治体
じ ち た い

と共有
きょうゆう

する取組
とりくみ

を行
おこな

います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

関係
かんけい
自治体
じ ち た い

との共有
きょうゆう

回数
かいすう 80 80 80

（３）障
しょう
がい福祉

ふ く し
人材
じんざい
確保
か く ほ
・定着
ていちゃく

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
）

 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

における人材
じんざい
確保
かくほ
・定着
ていちゃく

、サービス
さ ー び す

の質
しつ
の向
こう
上
じょう
を図
はか
る

ため、事業所
じぎょうしょ

管理者
かんりしゃ

向
む
け研修
けんしゅう

や児童
じどう
指導員
しどういん

等
とう
を対象
たいしょう

に初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

を実施
じっし
します。ま

た、障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう
におけるキャリアパス

き ゃ り あ ぱ す
制度
せいど
の導
どう
入
にゅう
支援
しえん
や専
せん
門
もん
学
がっ
校
こう

等
とう
との連携

れんけい
により、新卒者

しんそつしゃ
等
とう
に対
たい
し障
しょう
がい福祉

ふくし
の仕事

しごと
の魅力
みりょく
を発信
はっしん
していきます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

研修
けんしゅう

実施
じっし
回数
かいすう 26 26 26

キャリアパス
き ゃ り あ ぱ す

訪問
ほうもん
相談
そうだん
件数
けんすう 35 35 35

魅力
みりょく
発信
はっしん
事業
じぎょう
説明会
せつめいかい

開催
かいさい
件数
けんすう ３ ３ ３
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（４）障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
に係

かか
る集

しゅう
団
だん
指
し
導
どう
及
およ
び障

しょう
がい者

しゃ
自
じ
立
りつ
支
し
援
えん
審
しん
査
さ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む

による審査
し ん さ
結果
け っ か
等
とう
の共有
きょうゆう

（新規
し ん き
） 

 札幌市
さっぽろし

が実施
じっし
する障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
事業所
じぎょうしょ

に対する集団
しゅうだん

指導
しどう
において、よく 

ある指摘
してき
事項
じこう
、請求
せいきゅう

誤
あやま
りの事案

じあん
を説
せつ
明
めい
・共有
きょうゆう

し、障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の質

しつ
の向

こう

上
じょう
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

参加
さんか
事業所数
じぎょうしょすう 1,500 1,550 1,600

実施
じっし
回数
かいすう ３ ３ ３

（５）障
しょう
がい児

じ
地域
ち い き
支援
し え ん
マネジメント
ま ね じ め ん と

事業
じぎょう
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
） 

 地域
ちいき
に配置

はいち
された障

しょう
がい児

じ
地域
ちいき
支援
しえん
マネージャー
ま ね ー じ ゃ ー

が、担当地
たんとうち

区内
くない
の障
しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ

支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
を訪問
ほうもん
して、療育

りょういく
情報
じょうほう

の把握
はあく
と提供
ていきょう

、療育
りょういく

への技術
ぎじゅつ
支援
しえん
や関係
かんけい
機関
きかん
と 

の支援
しえん

調整
ちょうせい

を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

訪問
ほうもん
回数
かいすう 592 638 638

（６）新
しん
型
がた
コ
こ
ロ
ろ
ナ
な
ウ
う
イ
い
ル
る
ス
す
感
かん
染
せん
症
しょう
等
とう
の対
たい
策
さく
に係
かか
る事

じ
業
ぎょう
所
しょ
支
し
援
えん
（新規

し ん き
） 

感
かん
染
せん
症
しょう
流
りゅう
行
こう
時
じ
にあっても、安

あん
定
てい
的
てき
なサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
が図
はか
られるよう、必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう

提
てい
供
きょう
や研
けん
修
しゅう
等
とう
の実
じっ
施
し
、迅
じん
速
そく
な助
じょ
言
げん
・指

し
導
どう
に取

と
り組

く
むとともに、入

にゅう
所
しょ
施
し
設
せつ
等
とう
における

集
しゅう
団
だん
感
かん
染
せん
に備
そな
え、北

ほっ
海
かい
道
どう
と連
れん
携
けい
して、施

し
設
せつ
間
かん
の協
きょう
力
りょく
体
たい
制
せい
を促
うなが
し、必

ひつ
要
よう
な介
かい
護
ご
の確

かく

保
ほ
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

北海道
ほっかいどう

と連携
れんけい
した施設間

しせつかん
の協 力
きょうりょく

体制
たいせい
の

確保
かくほ あり あり あり
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10 地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
等
とう
のサービス

さ ー び す

 （地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
、地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
）               

（１）地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

■概要
がいよう

地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう

は、障
しょう
がいのある方

かた
がその持

も
っている能力

のうりょく
や適性

てきせい
に応

おう
じ、

自
じ
立
りつ
した日常

にちじょう
生活
せいかつ
や社会
しゃかい
生活
せいかつ
を営
いとな
むことができるよう、住民

じゅうみん
に最
もっと
も身近

みぢか
な市

し

町
ちょう
村
そん
などを中心

ちゅうしん
として、地域

ちいき
で生活
せいかつ
する障

しょう
がいのある方

かた
のニーズ

に ー ず
を踏

ふ
まえ、地

ち

域
いき
の実
じつ
情
じょう
に応
おう
じた事

じ
業
ぎょう
形
けい
態
たい
で市

し
町
ちょう
村
そん
や都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
が実
じっ
施
し
するものです。 

■実施
じ っ し
主体
しゅたい

地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
は、市町村

しちょうそん
が行

おこな
う市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
と、都

と
道
どう
府
ふ
県
けん

が行
おこな
う都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
に分

わ
かれます。 

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
では市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
を実
じっ
施
し
します。事

じ
業
ぎょう
によっては、その全

ぜん

部
ぶ
または一

いち
部
ぶ
を団
だん
体
たい
等
とう
に委

い
託
たく
して実

じっ
施
し
します。 

 ■地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
のメニュー

め に ゅ ー

   地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう
では、すべての市

し
町
ちょう
村
そん
が実
じっ
施
し
する「必

ひっ
須
す
事
じ
業
ぎょう
」と、市

し
町
ちょう
村
そん

各
おの
々
おの
の判
はん
断
だん
により行

おこな
う「任意

にんい
事業
じぎょう
」があります。 

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
では、これまでの事

じ
業
ぎょう
実
じっ
施
し
状
じょう
況
きょう
やサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
体
たい
制
せい
を勘

かん
案
あん
し、以

い
下
か

の事
じ
業
ぎょう
を展
てん
開
かい
していきます。 

【地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（必須

ひ っ す
事業
じぎょう
）】 

[ 1 ] 理解
りかい
促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ
事業
じぎょう

[ 2 ] 自発的
じはつてき

活動
かつどう
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 3 ] 相談
そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 4 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
利用
りよう
支援
しえん
事業
じぎょう
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[ 5 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
法人
ほうじん
後見
こうけん
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 6 ] 意思
い し
疎通
そつう
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 7 ] 日 常
にちじょう

生活
せいかつ
用具
ようぐ
給付
きゅうふ
事業
じぎょう

[ 8 ] 手話
しゅわ
奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

[ 9 ] 移動
いどう
支援
しえん
事業
じぎょう

[10]  地域
ちいき
活動
かつどう
支援
しえん
センター
せ ん た ー

機能
きのう
強化
きょうか
事業
じぎょう

[11]  発
はっ
達
たつ
障
しょう
害
がい
者
しゃ
支
し
援
えん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
運
うん
営
えい
事
じ
業
ぎょう

[12]  障
しょう
がい児

じ
等
とう
療
りょう
育
いく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

[13]  専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

[14]  専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の派遣

はけん
事業
じぎょう

[15]  精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
広
こう
域
いき
調
ちょう
整
せい
等
とう
事
じ
業
ぎょう

[16]  発達障
はったつしょう

がい者
しゃ
支
し
援
えん
地
ち
域
いき
協
きょう
議
ぎ
会
かい
による体

たい
制
せい
整
せい
備
び
事
じ
業
ぎょう

     ➡「発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
地
ち
域
いき
協
きょう
議
ぎ
会
かい
の開催
かいさい
（60 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

 【地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（任意

に ん い
事業
じぎょう
）】 

[17] 福
ふく
祉
し
ホ
ほ
ー
ー
ム
む
の運
うん
営
えい

[18] 訪
ほう
問
もん
入
にゅう
浴
よく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう

[19] 生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
（生
せい
活
かつ
訓
くん
練
れん
等
とう
事
じ
業
ぎょう
） 

[20] 日
にっ
中
ちゅう
一
いち
時
じ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

[21] 児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん
センター
せ ん た ー

等
とう
の機能

きのう
強化
きょうか

   ➡「障
しょう
がい児

じ
地域
ちいき
支援
しえん
マネジメント
ま ね じ め ん と

事業
じぎょう
の実施

じっし
（65 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

[22] レ
れ
ク
く
リ
り
エ
え
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
活
かつ
動
どう
等
とう
支
し
援
えん

[23] 点
てん
字
じ
・声
こえ
の広
こう
報
ほう
等
とう
発
はっ
行
こう
事
じ
業
ぎょう

[24] 奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

[25] 自
じ
動
どう
車
しゃ
運
うん
転
てん
免
めん
許
きょ
取
しゅ
得
とく
・改
かい
造
ぞう
補
ほ
助
じょ
事
じ
業
ぎょう
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（２）地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう

■概要
がいよう

地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
とは、地域

ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう
で定
さだ
める事

じ
業
ぎょう
に加
くわ
え、政

せい
策
さく
的
てき
な

課
か
題
だい
に対
たい
応
おう
する事

じ
業
ぎょう
を計
けい
画
かく
的
てき
に実
じっ
施
し
するため、国

くに
として促

そく
進
しん
すべき事

じ
業
ぎょう
として位

い

置
ち
づけられたものです。 

■実施
じ っ し
主体
しゅたい

地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
は、市町村

しちょうそん
が行
おこな
う市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
と、都

と

道
どう
府
ふ
県
けん
が行
おこな
う都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
に分

わ
かれます。 

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
では市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
を実
じっ
施
し
します。事

じ
業
ぎょう
によっては、その

全
ぜん
部
ぶ
または一

いち
部
ぶ
を団
だん
体
たい
等
とう
に委

い
託
たく
して実

じっ
施
し
します。 

 ■地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
のメニュー

め に ゅ ー

[26] 障
しょう
がい者

しゃ
I
あい
C
しー
T
てぃー
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
総
そう
合
ごう
推
すい
進
しん
事
じ
業
ぎょう

[27] 障
しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
対
たい
策
さく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

[28] 特
とく
別
べつ
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう

[29] 発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
体
たい
制
せい
整
せい
備
び
事
じ
業
ぎょう

   ➡「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

による機関
きかん
支援
しえん
、研修
けんしゅう

等
とう
（60 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

[30] 医
い
療
りょう
的
てき
ケ
け
ア
あ
児
じ
等
とう
総
そう
合
ごう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   ➡「医
い
療
りょう
的
てき
ケ
け
ア
あ
を必要

ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもの支援

しえん
関係
かんけい
（59 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

[31] 発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい児

じ
者
しゃ
及
およ
び家

か
族
ぞく
等
とう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   ➡「ペ
ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
ト
と
レ
れ
ー
ー
ニ
に
ン
ん
グ
ぐ
等
とう
の支

し
援
えん
プ
ぷ
ロ
ろ
グ
ぐ
ラ
ら
ム
む
の実
じっ
施
し
」「ペ

ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
メ
め
ン
ん

    タ
た
ー
ー
の養成
ようせい
」「ピ

ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
活
かつ
動
どう
支
し
援
えん
の実
じっ
施
し
」（61頁

ぺーじ
）参
さん
照
しょう

[32] 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地域

ちいき
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

の構築
こうちく
推
すい
進
しん
事
じ
業
ぎょう

   ➡「精
せい
神
しん
障
しょう
がいにも対応

たいおう
した地

ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
ケ
け
アシステム
あ し す て む

の構築
こうちく
（62 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう
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（４）地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサービス

さ ー び す
見込
み こ み

量
りょう

 地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（必須

ひ っ す
事業
じぎょう
）：[1]~ [16]                    

[ 1 ] 理解
り か い
促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ
事業
じぎょう

地
ち
域
いき
住
じゅう
民
みん
に対
たい
して、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理

り
解
かい
を深
ふか
めるための研

けん
修
しゅう
・啓
けい
発
はつ

   事
じ
業
ぎょう
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

[ 2 ] 自発的
じはつてき

活動
かつどう
支援
し え ん
事業
じぎょう

障
しょう
がいのある方

かた
やその家族

かぞく
、地域

ちいき
住民
じゅうみん

などが自発的
じはつてき

に行
おこな
う活
かつ
動
どう
に対
たい
して、必

ひつ

   要
よう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

[ 3 ] 相談
そうだん
支援
し え ん
事業
じぎょう

障
しょう
がいのある方

かた
が地

ち
域
いき
で自

じ
立
りつ
した日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
や社
しゃ
会
かい
生
せい
活
かつ
を送
おく
るために、本

ほん
人
にん
・家

か

   族
ぞく
・介
かい
護
ご
者
しゃ
などからの相

そう
談
だん
に応
おう
じ、必

ひつ
要
よう
な情
じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
や権
けん
利
り
擁
よう
護
ご
のために必

ひつ
要
よう
な援

えん

   助
じょ
を行
おこな
います。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

障
しょう
がい者

しゃ
相談
そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう
 箇所数

かしょすう 20 20 20

基幹
きかん
相談
そうだん
支援
しえん
センター
せ ん た ー

 設置
せっち
の有無

う む あり あり あり

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター等
とう

機能
きのう

強化
きょうか

事業
じぎょう 実施

じっし
の有無

う む あり あり あり

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
とう
支援
しえん
事業
じぎょう
 実施

じっし
の有無

う む あり あり あり



第
だい
４ 章
しょう

 障
しょう

がい福
ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
量
りょう

見
み
込
こ
み

70

【相談
そうだん
と支援

し え ん
のイメージ

い め ー じ
】 

[ 4 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せ い ど
利用
り よ う
支援
し え ん
事業
じぎょう

成
せい
年
ねん
後
こう
見
けん
制
せい
度
ど
の利

り
用
よう
が必
ひつ
要
よう
と認
みと
められ、本

ほん
人
にん
や親
しん
族
ぞく
等
とう
による申

もうし
立
た
てが期待

きたい
でき 

ない知
ち
的
てき
障
しょう
がいのある方

かた
、精
せい
神
しん
障
しょう
がいのある方

かた
について、親

しん
族
ぞく
等
とう
に代

か
わって市

し

   長
ちょう
が家庭

かてい
裁判所
さいばんしょ

への申
もうし
立
た
てを行

おこな
います。 

   市長
しちょう

申
もうし
立
た
て事案

じあん
において、資産

しさん
・収 入
しゅうにゅう

等
とう
の要件
ようけん
を満

み
たした方

かた
に対
たい
し、その申

もうし

立
た
て費

ひ
用
よう
及
およ
び成年
せいねん
後見人
こうけんにん

等
とう
に対
たい
する報酬

ほうしゅう
の助成
じょせい
を実施

じっし
します。 

また、経済的
けいざいてき

な理由
りゆう
により成年

せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
が利用

りよう
できないことがないように、本人

ほんにん
、 

親族
しんぞく

申
もうし
立
た
て事案

じあん
においても、市長

しちょう
申
もうし
立
た
て事案

じあん
と同様
どうよう
に助成
じょせい
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

市
し
長
ちょう
申
もうし
立
た
て実
じつ
利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 16 16 16

本人
ほんにん
・親族
しんぞく

申
もうし
立
た
ての報酬

ほうしゅう
助成
じょせい
件数
けんすう 38 44 50
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[ 5 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せ い ど
法人
ほうじん
後見
こうけん
支援
し え ん
事業
じぎょう

身
み
寄
よ
りのない方

かた
が判
はん
断
だん
能
のう
力
りょく
を欠

か
く状
じょう
態
たい
になり、市

し
長
ちょう
が法
ほう
定
てい
後
こう
見
けん
の申
もうし
立
た
てを 

   実
じっ
施
し
したケ

け
ー
ー
ス
す
のうち、十

じゅう
分
ぶん
な資

し
産
さん
がないなど一

いち
部
ぶ
のケ

け
ー
ー
ス
す
について、法

ほう
人
じん
とし 

   て成
せい
年
ねん
後
こう
見
けん
人
にん
を受
じゅ
任
にん
し、本

ほん
人
にん
に代

か
わって法

ほう
律
りつ
行
こう
為
い
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

[ 6 ] 意思
い し
疎通
そ つ う
支援
し え ん
事業
じぎょう

聴
ちょう
覚
かく
、言
げん
語
ご
機
き
能
のう
、音
おん
声
せい
機
き
能
のう
、視

し
覚
かく
その他

た
の障
しょう
がいのため、意

い
思
し
疎
そ
通
つう
を図
はか
ること 

   に支
し
障
しょう
がある障

しょう
がいのある方

かた
などに、手

しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
や要

よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
を行
おこな
う人

ひと
を派

は
遣
けん
し、 

   意
い
思
し
疎
そ
通
つう
を支

し
援
えん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
者
しゃ
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう

利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 607 607 607

要
よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
者
しゃ
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう

利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 54 54 54

手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
者
しゃ
設
せっ
置
ち
事
じ
業
ぎょう

通
つう
訳
やく
者
しゃ
数
すう
（専

せん
従
じゅう
+登
とう
録
ろく
者
しゃ
） 68 68 68

[ 7 ] 日常
にちじょう

生活
せいかつ
用具
よ う ぐ
給付
きゅうふ
事業
じぎょう

障
しょう
がいのある方

かた
に、自

じ
立
りつ
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ
などの給

きゅう
付
ふ
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

介
かい
護
ご
・訓
くん
練
れん
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ

年ね
ん

間か
ん

の
総そ

う

給き
ゅ
う

付ふ

件け
ん

数す
う

220 244 270

自
じ
立
りつ
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 642 648 654

在
ざい
宅
たく
療
りょう
養
よう
等
とう
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 422 424 426

情
じょう
報
ほう
・意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 867 1,149 1,524

排
はい
泄
せつ
管
かん
理
り
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 37,883 38,596 39,322

居
きょ
宅
たく
生
せい
活
かつ
動
どう
作
さ
補
ほ
助
じょ
用
よう
具
ぐ
（住
じゅう
宅
たく
改
かい
修
しゅう
費
ひ
） 63 60 57
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[ 8 ] 手話
し ゅ わ
奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいのある方
かた
などの意思

い し
疎通
そつう
支援
しえん
に必要
ひつよう
な手話

しゅわ
奉仕員
ほうしいん

を養成
ようせい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

修
しゅう
了
りょう
者
しゃ
数
すう 265 269 272

[ 9 ] 移動
い ど う
支援
し え ん
事業
じぎょう

屋外
おくがい
での移動

いどう
に 著
いちじる
しい困難

こんなん
がある方

かた
に、外出

がいしゅつ
のための支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 3,250 3,250 3,270

延
の
べ利

り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう 405,550 422,930 439,200

[10] 地域
ち い き
活動
かつどう
支援
し え ん
センター
せ ん た ー

機能
き の う
強化
きょうか
事業
じぎょう

創作的
そうさくてき

活動
かつどう
または生産

せいさん
活動
かつどう
の機会

きかい
の提供
ていきょう

、社会
しゃかい
との交流

こうりゅう
などを行

おこな
う地

ち
域
いき
活
かつ
動
どう

   支
し
援
えん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
に対

たい
する運営費

うんえいひ
補助
ほじょ
を 行

おこな
い、障

しょう
がいのある方

かた
の地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
の支

し
援
えん
を

促
そく
進
しん
します。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

箇所数
かしょすう 48 47 46

利用
りよう
人数
にんずう 556 544 532

[11] 発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
運
うん
営
えい
事
じ
業
ぎょう

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

を拠点
きょてん
として、自閉症

じへいしょう
など発達障

はったつしょう
がいのある方

かた
や家

か

   族
ぞく
に対
たい
する支援

しえん
を総合的
そうごうてき

に行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

箇所数
かしょすう １ １ １

利用
りよう
人数
にんずう 840 840 840
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[12] 障
しょう
がい児

じ
等
とう
療
りょう
育
いく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   障
しょう
がいのある方

かた
やその家族

かぞく
の地域

ちいき
生活
せいかつ
を支
ささ
えるため、専門

せんもん
の職員
しょくいん

が、保
ほ
育
いく
所
しょ
等
とう

   への療育
りょういく

指導
しどう
や療育
りょういく

支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

事業所数
じぎょうしょすう ５ ５ ５

[13] 専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
を養
よう
成
せい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
者
しゃ
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

修
しゅう
了
りょう
者
しゃ
数
すう

（ 登
と う
録
ろ く
者
し ゃ
数
す う
）

13(5) 13(5) 13(5)

要
よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
者
しゃ
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう 7(6) 7(6) 7(6)

盲
もう
ろう者

しゃ
向
む
け通

つう
訳
やく
・介

かい
助
じょ
員
いん
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう 6(4) 6(0) 6(4)

失
しつ

語
ご

症
しょう

者
しゃ

向
む

け意
い

思
し

疎
そ

通
つう

支
し

援
えん

者
しゃ

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

10(5) 10(5) 10(5)

[14] 専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の派遣

は け ん
事業
じぎょう

専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
を派

は
遣
けん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

盲
もう
ろう者

しゃ
向
む
け通

つう
訳
やく
・介

かい
助
じょ
員
いん
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう

利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 1,009 1,049 1,091

失
しつ
語
ご
症
しょう
者
しゃ
向
む
け意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
者
しゃ
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう ― 170 255
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[15] 精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
広
こう
域
いき
調
ちょう
整
せい
等
とう
事
じ
業
ぎょう

① 地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
広域
こういき

調整
ちょうせい

等
とう
事業
じぎょう

精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地

ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
ケ
け
ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む
を構築
こうちく
するために、保健

ほけん
、医
い
療
りょう
、 

福
ふく
祉
し
関
かん
係
けい
者
しゃ
による協議

きょうぎ
の場

ば
を設置

せっち
します。 

② 地
ち
域
いき
移
い
行
こう
・地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

精
せい
神
しん
障
しょう
がいのある方

かた
の視

し
点
てん
を重
じゅう
視
し
した支

し
援
えん
を充
じゅう
実
じつ
させる観

かん
点
てん
や、入

にゅう
院
いん
中
ちゅう
の

精
せい
神
しん
障
しょう
がいのある方

かた
の退
たい
院
いん
に向

む
けた意

い
欲
よく
を喚
かん
起
き
する観

かん
点
てん
から、ピ

ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
を活

かつ

用
よう
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ピ
ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
従
じゅう
事
じ
者
しゃ
数
すう 4 4 4

③ 災
さい
害
がい
時
じ
心
こころ
のケ

け
ア
あ
体
たい
制
せい
整
せい
備
び
事
じ
業
ぎょう
（新規

しんき
） 

災
さい
害
がい
時
じ
などの緊

きん
急
きゅう
時
じ
においても、専

せん
門
もん
的
てき
な心
こころ
のケ

け
ア
あ
に関
かん
する対

たい
応
おう
が円
えん
滑
かつ
に行

おこな

われるよう、専
せん
門
もん
的
てき
なケ

け
ア
あ
を必

ひつ
要
よう
とする方

かた
のための日

にち
常
じょう
的
てき
な相

そう
談
だん
体
たい
制
せい
の強

きょう
化
か
を

図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

専
せん
門
もん
相
そう
談
だん
員
いん
の配
はい
置
ち
の有無

う む あり あり あり

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

協
きょう
議会
ぎかい
の開催
かいさい
回数
かいすう 2 2 2
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 地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（任意

に ん い
事業
じぎょう
）：[17]~ [25]                   

[17] 福
ふく
祉
し
ホ
ほ
ー
ー
ム
む
の運
うん
営
えい

 現
げん
に住
じゅう
居
きょ
を求
もと
めている障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
して、低額

ていがく
な料
りょう
金
きん
で居
きょ
室
しつ
その他

た
の

設
せつ
備
び
を利

り
用
よう
いただくとともに、日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
に必
ひつ
要
よう
な支

し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

定員
ていいん 37 37 37

[18] 訪
ほう
問
もん
入
にゅう
浴
よく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう

入
にゅう
浴
よく
業
ぎょう
者
しゃ
を自

じ
宅
たく
に派

は
遣
けん
して入

にゅう
浴
よく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
を提
てい
供
きょう
し、身

しん
体
たい
に障
しょう
がいのある方

かた

の身
しん
体
たい
の清
せい
潔
けつ
の保

ほ
持
じ
、心
しん
身
しん
機
き
能
のう
の維

い
持
じ
等
とう
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 169 169 169

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう 11,154 11,154 11,154

[19] 生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
（生
せい
活
かつ
訓
くん
練
れん
等
とう
事
じ
業
ぎょう
） 

障
しょう
がいのある方

かた
などに対

たい
して日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
上
じょう
必
ひつ
要
よう
な訓
くん
練
れん
などを行

おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

中
ちゅう
途
と
失
しつ
明
めい
者
しゃ
社
しゃ
会
かい
適
てき
応
おう
訓
くん
練
れん
事
じ
業
ぎょう

延
の
べ利

り

用
よう
人
にん
数
ずう

735 735 735

聴
ちょう
覚
かく
障
しょう
がい者

しゃ
社
しゃ
会
かい
生
せい
活
かつ
教
きょう
室
しつ
開
かい
催
さい
事
じ
業
ぎょう 634 634 634
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[20] 日
にっ
中
ちゅう
一
いち
時
じ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   障
しょう
がいのある方

かた
などの家族

かぞく
の就
しゅう
労
ろう
支
し
援
えん
及
およ
び日
にち
常
じょう
的
てき
に介
かい
護
ご
している家

か
族
ぞく
の一
いち

   時
じ
的
てき
な休
きゅう
息
そく
を図
はか
るために、障

しょう
がいのある方

かた
などを一

いち
時
じ
的
てき
に預
あず
かり介

かい
護
ご
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう

810 809 808

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう

28,385 28,013 27,645

箇所数
かしょすう

62 62 62

[22] レ
れ
ク
く
リ
り
エ
え
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
活
かつ
動
どう
等
とう
支
し
援
えん

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
障
しょう
がい者

しゃ
ス
す
ポ
ぽ
ー
ー
ツ
つ
大
たい
会
かい
を開

かい
催
さい
し、障

しょう
がいのある方

かた
などが社

しゃ
会
かい
参
さん
加
か
活
かつ
動
どう

を行
おこな
うための環

かん
境
きょう
の整
せい
備
び
や必
ひつ
要
よう
な支

し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

開催
かいさい
回数
かいすう 1 1 1

[23] 点
てん
字
じ
・声
こえ
の広
こう
報
ほう
等
とう
発
はっ
行
こう
事
じ
業
ぎょう

文
も
字
じ
による情

じょう
報
ほう
入
にゅう
手
しゅ
が困
こん
難
なん
な障
しょう
がいのある方

かた
のために、点

てん
訳
やく
、音
おん
訳
やく
、その他

た
の

分
わ
かりやすい方

ほう
法
ほう
により、広

こう
報
ほう
さっぽろの情

じょう
報
ほう
等
とう
、障
しょう
がいのある方

かた
が地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
を

送
おく
るうえで必

ひつ
要
よう
度
ど
の高
たか
い情
じょう
報
ほう
を定
てい
期
き
的
てき
に提
てい
供
きょう
します。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

点
てん
字
じ
さっぽろ・声

こえ
のさっぽろ発

はっ
行
こう

利
り
用
よう
者
しゃ
数
すう 654 654 654

点
てん
字
じ
即
そく
時
じ
ネ
ね
ッ
っ
ト
と
ワ
わ
ー
ー
ク
く
事
じ
業
ぎょう

延
の
べ利

り
用
よう
人
にん
数
ずう 5,280 5,280 5,280
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[24] 奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

視覚
しかく
に障
しょう
がいのある方

かた
などの意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
に必
ひつ
要
よう
な点
てん
訳
やく
奉
ほう
仕
し
員
いん
、朗
ろう
読
どく
奉
ほう
仕
し
員
いん
を 

   養
よう
成
せい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

点
てん
訳
やく
奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
事
じ
業
ぎょう

修
しゅう
了
りょう
見
み
込
こ
み者

しゃ
数
すう ０ ０ 20

朗
ろう
読
どく
奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
事
じ
業
ぎょう

修
しゅう
了
りょう
見
み
込
こ
み者

しゃ
数
すう 20 ０ 20

[25] 自
じ
動
どう
車
しゃ
運
うん
転
てん
免
めん
許
きょ
取
しゅ
得
とく
・改
かい
造
ぞう
補
ほ
助
じょ
事
じ
業
ぎょう

   自
じ
動
どう
車
しゃ
運
うん
転
てん
免
めん
許
きょ
の取
しゅ
得
とく
及
およ
び自

じ
動
どう
車
しゃ
の改
かい
造
ぞう
に要
よう
する費

ひ
用
よう
の一
いち
部
ぶ
を助
じょ
成
せい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

運
うん
転
てん
訓
くん
練
れん
 利用

りよう
人数
にんずう 18 18 18

改
かい
造
ぞう
補
ほ
助
じょ
 利用

りよう
人数
にんずう 44 44 44
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 地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
：[26]~ [28]                      

[26] 障
しょう
がい者

しゃ
Ｉ
あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
総合
そうごう
推進
すいしん
事業
じぎょう

  障
しょう
がいのある方

かた
の情
じょう
報
ほう
通
つう
信
しん
技
ぎ
術
じゅつ
の利

り
用
よう
機
き
会
かい
や活
かつ
用
よう
能
のう
力
りょく
の格
かく
差
さ
是
ぜ
正
せい
を図
はか
るた 

   めの総
そう
合
ごう
的
てき
なサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
拠
きょ
点
てん
として、「札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
Ｉ
あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
セ
せ
ン
ん

タ
た
ー
ー
」を設

せっ
置
ち
し、自

じ
立
りつ
と社
しゃ
会
かい
参
さん
加
か
を促
そく
進
しん
することを目

もく
的
てき
に、Ｉ

あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
に関
かん
する利

り
用
よう

相
そう
談
だん
や情
じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
、パ
ぱ
ソ
そ
コ
こ
ン
ん
講
こう
習
しゅう
、パ
ぱ
ソ
そ
コ
こ
ン
ん
ボ
ぼ
ラ
ら
ン
ん
テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
の養

よう
成
せい
及
およ
び派

は
遣
けん
を行

おこな
い

ます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実
じっ
施
し
の有

う
無
む あり あり あり

[27] 障
しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
対
たい
策
さく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

    障
しょう
害
がい
者
しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
法
ほう
に基

もと
づき障

しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
相
そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
を設置

せっち
するとともに、夜

や

間
かん
・休
きゅう
日
じつ
対
たい
応
おう
のための緊

きん
急
きゅう
窓
まど
口
ぐち
にて 24時

じ
間
かん
365日

にち
の通
つう
報
ほう
受
うけ
付
つけ
を行
おこな
います。また、

セ
せ
ミ
み
ナ
な
ー
ー
などの開

かい
催
さい
や啓
けい
発
はつ
リ
り
ー
ー
フ
ふ
レ
れ
ッ
っ
ト
と
配
はい
布
ふ
等
とう
、虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
に関
かん
する普

ふ
及
きゅう
・啓
けい
発
はつ
に

より未
み
然
ぜん
防
ぼう
止
し
や早

そう
期
き
発
はっ
見
けん
に努

つと
めるとともに、関

かん
係
けい
機
き
関
かん
などとの情

じょう
報
ほう
共
きょう
有
ゆう
や連

れん
携
けい

強
きょう
化
か
を図
はか
ることで、迅

じん
速
そく
かつ適

てき
切
せつ
な支

し
援
えん
を可

か
能
のう
とする体

たい
制
せい
の整
せい
備
び
を進
すす
めます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
の相
そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
の設
せっ
置
ち
箇
か
所
しょ
数
すう 31 31 31

[28] 特
とく
別
べつ
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう

① 施設
しせつ

入浴
にゅうよく

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

施設
しせつ
の入
にゅう
浴
よく
設備
せつび
を利用

りよう
して入

にゅう
浴
よく
の機会

きかい
を提
てい
供
きょう
し、身

しん
体
たい
に障
しょう
がいのある方

かた
の 

身
しん
体
たい
の清
せい
潔
けつ
の保

ほ
持
じ
、心
しん
身
しん
機
き
能
のう
の維

い
持
じ
などを図

はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 8 8 8

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう 418 418 418
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② 重
じゅう
度
ど
身
しん
体
たい
障
しょう
がい者

しゃ
寝具
しんぐ
洗濯
せんたく
乾燥
かんそう
事業
じぎょう

    寝
ね
たきりの重

じゅう
度
ど
の身
しん
体
たい
障
しょう
がいをお持

も
ちの方

かた
が自

じ
宅
たく
で使

し
用
よう
している寝

しん
具
ぐ
などの 

   洗
せん
濯
たく
乾
かん
燥
そう
を行
おこな
うことで、身

しん
体
たい
の清
せい
潔
けつ
の保

ほ
持
じ
、心
しん
身
しん
機
き
能
のう
の維

い
持
じ
などを図

はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 24 24 24

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう 36 36 36

③ 身
しん
体
たい
障
しょう
がい者

しゃ
あんしんコ

こ
ー
ー
ル
る
事
じ
業
ぎょう

   ボ
ぼ
タ
た
ン
ん
を押

お
すだけで受

じゅ
信
しん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
につながる通

つう
報
ほう
機
き
器
き
を自

じ
宅
たく
に設
せっ
置
ち
し、健

けん
康
こう
な 

  どの相
そう
談
だん
に 24時

じ
間
かん
対
たい
応
おう
するほか、受

じゅ
信
しん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
から定

てい
期
き
的
てき
な連
れん
絡
らく
（月

つき
１回
かい
程
てい
度
ど
） 

  を行
おこな
うことで安

あん
否
ぴ
を確
かく
認
にん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 56 56 56
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11 その他
た
の社会
しゃかい
参加
さ ん か
に係
かか
る支援

し え ん

 障
しょう
がいのある方

かた
の社会
しゃかい
参加
さんか
において就労

しゅうろう
は重要

じゅうよう
な要素

ようそ
のひとつであり、障

しょう
が

いのある方
かた
の雇用

こよう
促進
そくしん
や職場
しょくば

定着
ていちゃく

に向
む
けた支援

しえん
が必要
ひつよう
です。 

 また、障
しょう
がいのある方

かた
の地域

ちいき
における社会

しゃかい
参加
さんか
を促
そく
進
しん
するためには、多

た
様
よう
なニ

に
ー
ー

ズ
ず
を踏

ふ
まえた支

し
援
えん
が必
ひつ
要
よう
です。障

しょう
がいのある方

かた
が、文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

を鑑
かん
賞
しょう
する機会

きかい
また

は創
そう
造
ぞう
や発
はっ
表
ぴょう
などの多

た
様
よう
な活動
かつどう
に参
さん
加
か
する機

き
会
かい
を創
そう
出
しゅつ
したり、視覚

しかく
などに障

しょう
がい

のある方
かた
の読
どく
書
しょ
環
かん
境
きょう
の整備

せいび
・充実
じゅうじつ

を図
はか
ります。 

■障
しょう
がい者

しゃ
就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ
相談
そうだん
支援
し え ん
事業
じぎょう

  障
しょう
がいのある方

かた
の雇用

こよう
の促進

そくしん
と就労
しゅうろう

の安定
あんてい

を図
はか
るため、就 業

しゅうぎょう
や日常
にちじょう

生
せい
活
かつ
の

支
し
援
えん
を行
おこな
うとともに、ハローワーク

は ろ ー わ ー く
等
とう
の関係
かんけい
機関
きかん
と連携
れんけい
して「ジ

じ
ョ
ょ
ブ
ぶ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
タ
た
ー
ー
」

や支援員
しえんいん

による雇用
こよう
促進
そくしん
・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん
を図
はか
ります。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

相談
そうだん
件数
けんすう 29,500 29,500 29,500

就
しゅう
職
しょく
に結
むす
びついた人

にん
数
ずう 140 140 140

■創
そう
造
ぞう
の機

き
会
かい
の拡
かく
大
だい

各種
かくしゅ

教養
きょうよう

・文
ぶん
化
か
活
かつ
動
どう
を札幌市

さっぽろし
身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし
センター
せ ん た ー

において実施
じっし
するととも

に、新
あら
たに障

しょう
がいのある方

かた
のための参

さん
加
か
型
がた
の音
おん
楽
がく
ワ
わ
ー
ー
ク
く
シ
し
ョ
ょ
ッ
っ
プ
ぷ
を実
じっ
施
し
します。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

教
きょう
養
よう
講
こう
習
しゅう
会
かい
 延

の
べ参加

さんか
人数
にんずう 3,408 3,408 3,408

障
しょう
がい者

しゃ
向
む
け文

ぶん
化
か
芸
げい
術
じゅつ
体
たい
験
けん
事
じ
業
ぎょう
 参加

さんか
人数
にんずう ― 15 15
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■作品
さくひん

等
と う

の発表
はっぴょう

の機会
き か い

の確保
か く ほ

障
しょう
がい者

しゃ
週
しゅう
間
かん
記念
きねん
事業
じぎょう
の一環
いっかん
として実施

じっし
する楽

がく
芸会
げいかい
（障
しょう
がい者

しゃ
の文
ぶん
化
か
芸
げい
術
じゅつ
の

発
はっ
表
ぴょう
会
かい
）などの開催

かいさい
を通
つう
じて、作品

さくひん
等
とう
の発表
はっぴょう

・鑑賞
かんしょう

の機会
きかい
を提
てい
供
きょう
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実
じっ
施
し
回
かい
数
すう 5 5 5

■視覚
し か く
等
とう
に障
しょう
がいのある方

かた
の読
どく
書
しょ
環
かん
境
きょう
の整備

せ い び

視覚
しかく
等
とう
に 障

しょう
がいのある方

かた
に 情報

じょうほう
提供
ていきょう

を 行
おこな
うイ

い
ン
ん
タ
た
ー
ー
ネ
ね
ッ
っ
ト
と
を利用

りよう
した  

図書館
としょかん

（サピエ
さ ぴ え

）の活用
かつよう
など、読書

どくしょ
環境
かんきょう

の整備
せいび
を図
はか
ります。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい
者
しゃ
情
じょう
報
ほう
総
そう
合
ごう
ネ
ね
ッ
っ
ト
と
ワ
わ
ー
ー
ク
く
（サ

さ
ピ
ぴ
エ
え
）  登

とう
録
ろく
人
にん
数
ずう 304 313 322

電子
でんし
図書館
としょかん

 貸
かし
出
だし
冊
さっ
数
すう 52,000 52,000 52,000
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12 サービス
さ ー び す

見込量
みこみりょう

等
とう
確保
か く ほ
のための主

おも
な方策
ほうさく

障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
については、国

くに
の基本

きほん
指針
ししん
などの内容

ないよう
も踏

ふ
まえたうえで、

以下
い か
の視点

してん
に立

た
って、必要

ひつよう
なサービス

さ ー び す
等
とう
を提供

ていきょう
できるようサービス

さ ー び す
基盤
きばん
を整備

せいび
する

とともに、質
しつ
の向上
こうじょう

に努
つと
めます。 

◆ 障
しょう
がい種別

しゅべつ
にかかわらず、障

しょう
がい特性

とくせい
に応

おう
じた質

しつ
の高

たか
いサービス

さ ー び す
を提供

ていきょう
する

ため、事業所
じぎょうしょ

の人材
じんざい
確保
かくほ
や定着
ていちゃく

等
とう
の支援

しえん
により、引

ひ
き続
つづ
きサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
基盤
きばん
の整備

せいび
に

努
つと
めます。 

◆ それぞれのニーズ
に ー ず

に応
おう
じたきめ細

こま
かな支援

しえん
を提供
ていきょう

するため、先駆的
せんくてき

な取組
とりくみ
の調
ちょう

査
さ
・研究
けんきゅう

をし、事
じ
業者
ぎょうしゃ

への周知
しゅうち
・働
はたら
きかけを行

おこな
います。 

◆ 円滑
えんかつ

なサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

を確保
かくほ
するため、事

じ
業者
ぎょうしゃ

への必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

や事
じ
業
ぎょう
者
しゃ

間
かん
の連携
れんけい
の強化
きょうか
を図
はか
ります。 

◆ サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

に係
かか
る技術的

ぎじゅつてき
な支援

しえん
や質

しつ
の向上

こうじょう
を図

はか
ることを目的

もくてき
とした研修

けんしゅう
を 

実施
じっし
します。 

◆ 地域
ちいき
での居住

きょじゅう
の場

ば
となるグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
（共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
）について、事

じ
業者
ぎょうしゃ

と

協働
きょうどう

し、設置
せっち
を推
すい
進
しん
します。 

◆ 地域
ちいき
での自立

じりつ
した生活

せいかつ
を支
ささ
えるため、相談

そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう
、意思

い し
疎通
そつう
支援
しえん
事業
じぎょう
、日常
にちじょう

生
せい

活
かつ
用
よう
具
ぐ
給
きゅう
付
ふ
事
じ
業
ぎょう
など、地域

ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう
の多彩

たさい
なメニュー

め に ゅ ー
を引

ひ
き続
つづ
き実施

じっし
しま

す。


